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掲
載
内
容
に
は
今
後
の
活
動
予
定
が
含
ま
れ
ま
れ
て
い

ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
等
を
受
け
予
定
の
変
更
を

行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
願
い
ま
す
。
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岡
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黒
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趣
味
の
会

我
が
家
の
ペ
ッ
ト
紹
介

四
日
市
市

堀
内

定
さ
ん

ペ
ッ
ト
名
・

シ
フ
ォ
ン

【
新
入
会
員
紹
介
】

・
三
重
郡
朝
日
町

（
令
和
四
年
二
月
）

栗
田

正
哉
さ
ん

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
会
員
訃
報
】

・
津
市（

令
和
三
年
十
二
月
）

田
米

征
夫
さ
ん
（
八
三
歳
）

・
四
日
市
市

（
令
和
三
年
十
一
月
）

田
中

貞
男
さ
ん
（
八
九
歳
）

（
令
和
四
年
二
月
）

伊
藤

次
郎
さ
ん
（
八
二
歳
）

（
令
和
四
年
二
月
）

土
肥

耕
三
さ
ん
（
七
八
歳
）

・
い
な
べ
市

（
令
和
四
年
三
月
）

後
藤

益
美
さ
ん
（
九
七
歳
）

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

カ
ラ
オ
ケ
部
は
今
年
一
月

と
四
月
の
二
回
の
月
例
会
、

久
し
ぶ
り
に
歌
う
状
況
は
今

ま
で
よ
り
優
し
く
静
か
に
聞

え
し
た
。
二
月
と
三
月
は
休

部
し
ま
し
た
。
三
重
県
で
は

緊
急
事
態
宣
言
が
三
月
六
日

で
解
除
、
三
月
二
一
日
に
は
、

ま
ん
延
防
止
全
面
解
除
さ
れ

全
国
の
ど
の
地
域
に
も
適
用

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
様
な
状

況
の
中
、
趣
味
の
会
も
ど
ん

ど
ん
活
動
が
出
来
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。
カ
ラ

オ
ケ
部
も
今
後
楽
し
く
盛
上

げ
て
行
き
ま
す
。
毎
月
例
会

は
第
一
火
曜
日
に
十
三
時
よ

り
行
い
ま
す
。
一
月
と
五
月

は
第
二
火
曜
日
で
す
。
カ
ラ

オ
ケ
は
声
を
出
し
楽
し
く
歌

う
事
は
健
康
に
良
い
と
言
わ

れ
る
ク
ラ
ブ
で
す
。
よ
ろ
し

か
っ
た
ら
連
絡
下
さ
い
。

六
年
前
岐
阜
県
か
ら
お
嫁

に
来
ま
し
た
。
生
ま
れ
た

ば
か
り
で
小
さ
く
て
可
愛

い
子
で
し
た
。
今
で
は
大

き
く
な
り
美
人
で
気
品
を

漂
わ
せ
て
い
ま
す
。
性
格

は
優
し
く
人
が
大
好
き
で

す
。
嫌
い
な
物
は
、
車
・

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
・
雷
な
ど

大
き
な
音
が
苦
手
で
す
。

毎
日
の
生
活
は
散
歩
以
外

は
殆
ど
家
の
中
で
遊
ん
で

い
ま
す
。
大
事
な
家
族
の

一
員
で
す
。

【
各
趣
味
の
会
へ
の
参
加
者
募
集
中
‼
】

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
連
絡
は
労
働
組
合
ま
で
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０
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３
３
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二
名
の
方
の
退
部
が
あ
り

ま
し
た
。
一
人
は
、
発
足
以

来
部
長
で
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
河
田
詔
二
様
で
残
念
な

が
ら
市
農
園
が
無
く
な
っ
た

為
で
す
。
今
後
の
ご
活
躍
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

も
う
一
人
は
、
急
死
さ
れ

た
土
肥
耕
三
様
で
す
。
ご
冥

福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

結
果
、
部
員
数
も
十
六
名

に
減
少
し
ま
し
た
が
「
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
」
の
種
が
皆
様
の

手
元
に
届
い
て
い
る
事
と
思

い
ま
す
の
で
、
夏
の
収
穫
に

向
け
て
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

新
部
長
は
、
藤
本
菊
水
様

で
す
。

新
入
部
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
の
で
、
入
部
希
望
者
は
、

生
川
迄
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令
和
四
年
四
月
下
旬
か
ら

五
月
上
旬
に
か
け
て
、
富
士

電
機
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
一

階
に
て
、
サ
ツ
キ
と
盆
栽
の

展
示
会
を
開
催
す
る
予
定
で

す
。
（
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

動
向
に
よ
る
延
期
等
有
り
）

十
一
月
上
旬
に
は
、
昨
年

も
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
菊
花
展

を
増
進
セ
ン

タ
ー
一
階
入

り
口
付
近
に

て
開
催
予
定

で
す
。

（
写
真
は
、

令
和
三
年

度
展
示
会
）

『
囲
碁
の
マ
ナ
ー
に
つ

い
て
お
話
し
ま
す
。
』

一
、
始
ま
り
と
終
わ
り
の

挨
拶
を
し
ま
し
ょ
う
。
対
局

前
に
「
お
願
い
し
ま
す
」
対

局
後
に
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
」
と
言
い
ま
す
。

二
、
石
は
一
度
置
い
た
ら

動
か
せ
な
い
。
い
わ
ゆ
る

「
待
つ
た
な
し
」
の
こ
と
。

石
を
一
度

碁
盤
の
上
に
置

い
て
か
ら
「
や
っ
ぱ
り
こ
っ

ち
に
す
る
」
と
言
っ
て
石
を

動
か
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

三
、
観
戦
中
の
口
出
し
は

ダ
メ
。
他
の
人
の
対
局
を
観

戦
し
て
い
る
時
、
助
言
し
な

い
。
静
か
に
見
守
る
・
・
。

県
内
の
コ
ロ
ナ
感
染
者
が

穏
や
か
な
減
少
傾
向
に
あ
る

も
の
の
収
束
の
見
通
し
が
つ

き
ま
せ
ん
。
春
季
大
会
は
現

状
の
状
況
を
把
握
し
判
断
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

『
令
和
四
年
の
計
画
』

今
年
も
、
例
年
通
り
五
月

の
第
三
土
曜
日
を
初
釣
行
日

と
し
、
八
月
を
除
き
十
一
月

ま
で
、
各
月
第
三
土
曜
日
を

計
画
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
船
頭
さ
ん
と
日
付
の

調
整
中
で
す
が
、
船
頭
さ
ん

の
体
調
が
思
わ
し
く
な
い
様

で
、
コ
ロ
ナ
の
関
係
も
あ
り

検
討
中
の

と
こ
ろ
で

す
。
過
去

の
釣
果
の

写
真
を
掲

載
し
ま
す
。

＊
前
号
に
お
き
ま
し
て
喜
寿
の
方

の
掲
載
に
漏
れ
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
五
名
の
方
の
掲
載
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
大
変
申
し
訳
ご

ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

祝
・
喜
寿

愛
知
県

黒
田

善
行

さ
ん

四
日
市
市

牧
田

英
利

さ
ん

溝
口

隆
雄

さ
ん

横
田

久

さ
ん

松
阪
市

薗
部

勉

さ
ん

令
和
三
年
度
の
特
集
は
テ

レ
ワ
ー
ク
の
習
得
で
、
二
月

時
点
で
九
名
が
達
成
し
、
五

名
は
残
念
な
が
ら
未
達
成
。

コ
ロ
ナ
禍
で
例
会
が
開
催
で

き
な
い
時
に
テ
レ
ワ
ー
ク
が

大
変
役
立
ち
ま
し
た
。

パ
ソ
コ
ン
部
は
初
期
部
員

が
高
齢
化
に
よ
る
行
動
不
便

等
で
退
部
し
て
お
り
、
新
部

員
の
加
入
を
願
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

令
和
四
年
度
活
動
に
つ
い

て
は
部
員
間
で
協
議
し
て
決

ま
り
次
第
Ｐ
Ｒ

し
ま
す
。

毎
月
一
回
の

例
会
を
継
続
し

て
共
に
学
び
、

各
自
の
体
験
や

問
題
を
報
告
し

て
共
有
化
し
ま

す
。

「
旅
く
ら
ぶ
」
で
は
令
和

三
年
度
後
期
に
計
画
し
た

「
懇
親
会
・
二
三
人
参
加
予

定
」
「
日
帰
り
バ
ス
旅
・
二

十
九
人
参
加
予
定
」
を
三
重

県
の
ま
ん
延
防
止
重
点
措
置

の
延
長
を
受
け
中
止
し
ま
し

た
。
令
和
四
年
度
は
、
年
度

末
に
会
員
か
ら
募
集
し
た
希

望
行
事
を
取
り
纏
め
、
四
月

二
九
日
開
催
予
定
の
第
十
三

回
総
会
で
提
案
し
ま
す
。
更

に
令
和
四
年
度
は
幹
事
改
選

年
度
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、

募
集
し
ま
し
た
幹
事
候
補
を

軸
に
、
総
会
で
新
幹
事
体
制

を
決
定
し
ま
す
。
新
体
制
で

は
会
員
五
０
人
の
動
向
・
希

望
を
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
把
握

し
て
行
事
参
加
率
を
高
め
る

た
め
に
、
会
員
と
の
連
絡
網

を
構
築
し
、
連
携
を
密
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

長
い
間
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
幹
事
長
の
土
肥
様
が
突

然
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

同
好
会
と
し
て
も
残
念
で
な

り
ま
せ
ん
。
謹
ん
で
ご
冥
福

を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

尚
、
新
し
い
体
制
と
し
て

会
長
を
藤
本
さ
ん
に
御
願
い

を
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
宜
し

く
御
願
い
を
致
し
ま
す
。

令
和
四
年
度
の
行
事
日
程

第
二
四
回
大
会
五
月
七
日

（
雨
天
予
備
日
六
月
十
一
日
）

第
二
五
回
大
会
九
月
三
日

（
雨
天
予
備
日
十
月
八
日
）

友
の
会
本
部
主
催
の
大
会
が

隔
年
開
催
と
な
り
同
好
会
と

し
て
大
会
計
画
を
幹
事
と
相

談
を
し
な
が
ら
進
め
て
参
り

ま
す
。
計
画
予
定
日
は
令
和

五
年
三
月
と
し
ま
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
部
は
令
和

三
年
度
も
コ
ロ
ナ
対
策
を
し

っ
か
り
す
る
中
、
五
月
に
四

日
市
港
巡
り
、
十
月
に
い
な

べ
市
巡
り
、
十
一
月
に
バ
ス

ハ
イ
ク
、
三
月
に
白
子
港
巡

り
を
計
画
。

い
な
べ
巡
り
（
十
七
人
参

加
）
と
白
子
港
巡
り
（
十
三

人
参
加
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

令
和
四
年
度
は
昨
年
中
止

の
四
日
市
港
巡
り
を
六
月
五

日
に
、
本
部
主
催
の
菰
野
町

周
遊
を
十
月
十
六
日
に
、
ス

ス
キ
の
曽
爾
高
原
バ
ス
ハ
イ

ク
を
十
一
月
二
０
日
に
、
伊

坂
ダ
ム
巡
り
を
年
度
末
の
三

月
十
九
日
に
計
画
し
て
い
ま

す
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
コ

ロ
ナ
対
策
を
怠
ら
ず
、
お
元

気
に
参
加
さ
れ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
当
朗
吟

部
然
り
対
外
の
大
会
も
殆
ど

中
止
と
な
り
活
動
が
出
来
な

い
状
態
で
本
当
に
残
念
で
す
。

今
年
六
月
に
全
富
士
吟
詠

大
会
を
伊
豆
ソ
レ
イ
ユ
で
開

催
を
予
定
し
て
い
て
久
し
ぶ

り
に
川
崎
や
本
社
等
の
方
々

と
吟
詠
・
会
食
・
対
話
を
と

楽
し
み
に
し
て
い
る
の
で
す

が
果
た
し
て
ど
う
な
る
か
先

行
き
不
透
明
で
す
。

そ
れ
と
会
の
皆
さ
ん
の
高

齢
化
で
朗
吟
部
の
存
続
も
後

何
年
か
と
危
ぶ
ま
れ
て
い
る

状
態
で
す
。

出
来
れ
ば
六
月
の
全
富
士

吟
詠
大
会
を
最
後
の
締
め
と

し
て
開
催
出
来
れ

ば
と
期
待
し
て
い

る
状
況
で
す
。

カ
メ
ラ
部
の
活
動
も
新
型

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
定
例
会
を

は
じ
め
撮
影
会
、
コ
ン
テ
ス

ト
、
展
示
会
な
ど
こ
と
ご
と

く
中
止
と
な
り
開
店
休
業
状

態
で
す
。

新
年
度
を
迎
え
四
月
に
フ

リ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
、
五
月
中

旬
に
撮
影
会
を
計
画
し
て
お

り
な
ん
と
か
開
催
で
き
る
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
の
感
染
が
ま
だ
ま

だ
続
い
て
い
る
中
で
は
あ
り

ま
す
が
ま
ん
延
防
止
が
解
除

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
感
染
防

止
対
策
を
講
じ
つ
つ
、
令
和

四
年
度
第
一
回
大
会
を
四
月

五
日
に
鈴
鹿
カ
ン
ツ
リ
ー
ク

ラ
ブ
に
て
晴
天
で
桜
満
開
の

中
で
六
四
名
の
参
加
を
得
て

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
成
績
は
優
勝
が
山
本
直

樹
さ
ん
、
準
優
勝
は
筑
紫
家

孝
さ
ん
、
第
三
位
は
平
野
和

夫
さ
ん
で
し
た
。

今
年
は
コ

ロ
ナ
禍
の
状

況
を
見
な
が

ら
に
な
り
ま

す
が
後
三
回

の
大
会
を
計

画
し
て
い
ま

す
。是

非
ご
参

加
を
く
だ
さ

い
。


